
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
巻
第

一
號

平
成
元
年
十
二
月

安
然

の
三
昧
耶
戒
説

に

つ
い
て
(
二
)

窪

田

哲

正

一

前
稿

(本
誌
三
五
-
一
)
で
は
安
然

の

『具
支
灌
頂
』
を
も
と
に
、
彼

の
三
昧
耶
戒
説
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
し
か
し
ま
だ
残
さ
れ
た
問
題
も

多
い
。
今

回
は
こ
の
安
然
の
三
昧
耶
戒
説

の
中

の
、
結
縁

・
具
支
両
灌

頂
に
お
け
る
戒

の
分
別
に
つ
い
て
、
東
寺
の
呆
呆

(
一
三
〇
六
-
一
三
六

二
)
が
疑
難
を
た
て
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
。

『大
日
経
疏
』
五

「
具
縁
品
之
余
」
に
、
古
来
多
く

の
議
論
を
よ
ん

だ
結
縁
、

具
支
両
灌
頂
の
三
昧
耶
戒

の
ち
が
い
に
つ
い
て
釈
す
次
の
一

段
が
あ
る
。

(
A
)
阿
閣
梨

(中
略
)
当
観
二彼
情
機
噛
讃
二揚
密
教
鴨
発
二生
楽
欲
門
堅
二固
其

心
門
井
為
レ分
二別
十
種
方
便
学
処

然
此
三
世
無
磯
智
戒
、
凡
結
縁
者
皆

令
二
予
聞

其
四
種
根
本
及
三
昧
耶
又
一
偶
則
当
二耳
語
戒
ヤ之
。
具
支
灌

(1
)

頂
者
乃
応
レ聞
耳
。

こ
の

一
段
中

の

「然
此
」
以
下
の
文
は
色

々
な
読
み
方
が
な
さ
れ
る

が
、
多
く

の
場
合

は
次
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
る
。

(
B
)
然
ら
ば
此
の
三
世
無
磯
智
戒
は
、
凡
そ
結
縁
の
者
に
も
皆
予
め
聞
か
し

む
。
そ
の
四
種
根
本
及
び
三
昧
耶
、
又
一
偶
は
則
ち
当
に
耳
語
し
て
之
を

(2
)

戒
し
む
ぺ
し
。
具
支
灌
頂
の
者
の
み
乃
ち
応
に
聞
く
べ
き
の
み
。

こ
れ
を
図
示
す
れ
ば

結
縁
者
-
三

世
無
磯
智
戒

具
支
灌
頂
者
-
四

種
根
本
、
三
昧
耶
、

一
偶

と
な
る
。
し
か
し
右

の
如
く
読
む
以
外
に
も
、
(
A
)
中の

「
四
種
根
本
及

三
昧
耶
又

一
偶
」
の
句
は
、
区
切
り
方
に
よ

っ
て
色
々
な
読
み
方
が
可

能
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
読
み
方
の
ち
が
い
に
応
じ
て
、
そ
こ
で
示
さ

れ
る
戒
の
数
や
ま
た
そ
の
指
示
す
る
戒
の
内
容
も
か
わ

っ
て
く
る
。

こ

の
た
め
今
問
題
と
す
る

『疏
』
の
文
は
多
様
な
解
釈
を
う
み
だ
す
こ
と

に
な
り
、
さ
す
が

の
か
の
碩
学
果
宝
も

(3
)

其
四
種
根
本
等
者
、
当
段
釈
古
来
諸
師
料
簡
多
端
、
是
非
難
レ弁
。

と
嘆
ず
る
ほ
ど
で
あ
る
。
さ
て
本
稿
で
問
題
と
す
る
と

こ
ろ
は
、

こ
の

『
疏
』
の

一
段
に
つ
い
て
の
安
然
の
解
釈

(と
呆
宝
が
理
解
し
た
と
こ
ろ
)

に
対
す
る
呆
宝
の
疑
難
の
当
否
で
あ
る
。
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二

(4
)

 
安
然
が

こ
の

『疏
』

の
四
種
根
本
段
を
如
何
に
理
解
し
た
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
呆
宝
は

『
大
日
経
疏
演
奥
妙
』
十

一
で
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

(
C
)
若
依
二以
前
所
注
安
然
、
玄
静
説
噛
四
種
根
本
者
、
当
二七
戒
中
第
三

…
三
昧
耶
者
、
当
二第
六
戒

…
…
又

一
偶
者
、
…
…
具
支
灌
頂
九
云
、
耳

語
一
偶
遂
無
。

然
六
巻
略
出
経
第
五
金
剛
頂
略
出
法
云
…
…
。
恐
是
以
二

(5
)

此
誠
文
鳳代
二彼
耳
語
偶
一而
已
巳
上
。

呆
宝
の
こ
の
説
は
安
然
の

『
具
支
灌
頂
』
三
の
説
を
踏
ま
え
て
い
る
。

安
然
は
そ
こ
で

「大
悲
胎
蔵
入
曼
茶
羅
之
前
有
二
七
種
戒
一」
と
し
て

(
D
)
受方
便
学
処
五
戒
十
善
法
戒

(
二
)
三
世
無
磯
智
三
平
等
戒

(
三
)
真
言
門
行
菩
薩
根
本
四
重
禁
戒

(
四
)
真
言
門
行
菩
薩
十
重
禁
戒

(
五
)
入
三
昧
耶
耳
語
一
偶
戒

(
六
)
四
波
羅
夷
三
昧
耶
戒

(
七
)
持
明
禁
戒

の
七
種
の
戒
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
安
然
は
こ
れ
ら
諸
戒
を
結
縁
と
具
支

と
に
分
別
し
て

(
E
)
此
七
戒
中
、
耳
語

一
偶
(

)
三
昧
耶
戒
、
持
明
禁
戒
、
但
須
二具
支
灌
頂
一

者
聞
。
其
前
無
障
擬
戒
、
方
便
学
戒
、
根
本
四
重
、
十
重
禁
戒
、
乃
至
結

(
6
)

縁
灌
頂
之
者
皆
令
二予
聞

と
示
す
。

こ
の
中

の

「耳
語

一
偶
三
昧
耶
戒
」

の
語
を

一
語

と

読

む

か
、
あ
る
い
は
二
語
に
分
け
て
読
む
か
で
右
の
解
釈
は
少
し
か
わ
る
。

そ
こ
で
右
の
安
然
の
意
を
確
か
め
る
た
め
に
、
呆
宝
も
言
及
す
る
玄
静

(1
八
九
〇
-
九
〇
四
-
)
の

『嘉
会
壇
』

の
説

を
参
照
し
て
み
よ
う
。

い
う
ま
で
も
な
く
玄
静

は
安
然

の
付
法

の
弟
子

で
、
師
説
に
忠
実
な
ご

(7
)

と
は
こ
の
書
か
ら
も
、
あ
る
い
は
ま
た
他

の
資
料
か
ら
も
知
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

(
F
)
夫
大
悲
胎
蔵
入
曼
茶
羅
前
、
有
二四
種
戒
叩
一
者
受
方
便
学
処
五
戒
十
善

法
戒
、
二
者
三
世
元
障
尋
智
三
平
等
戒
、
三
者
真
言
門
行
井
根
本
四
重
禁

戒
、
四
者
真
言
門
行
井
根
本
十
重
禁
戒
也
。
又
有
二三
種

一
者
入

三
昧

耶
耳
語

一
偶
戒
、
二
者
四
波
羅
夷
三
昧
耶
戒
、
三
者
持
明
禁
戒
。
但
此
等

(
8
)

具
支
灌
頂
者
、
所
レ応
レ得
レ聞
也
文
。

す
な
わ
ち

「耳
語

一
偶
」
と

「
三
昧
耶
戒
」
と
は
分
け
て
読
む
こ
と
が

(9
)

わ
か
る
。
こ
れ
ら
(
E
)
と
(
F
)
を

参
照
し
て
安
然
の
立
場
を
図
示
す
る
と

結
縁

無
障
擬
戒
、
方
便
学
戒
、
根
本
四
重
、
十
重
禁
戒

具
支

耳
語

一
偶

(四
波
羅
夷
)
三
昧
耶
戒

持
明
禁
戒

と
な
る
。
果
宝
は
こ
の

『
具
支
灌
頂
』

の
説
を
踏
ま
え
て
今
問
題
と
す

る

『疏
』

の
文
に
つ
い
て
、
安
然
は

「
四
種
根

本
」
を
(
D
)
の
第
三
に
、

「
三
昧
耶
」
を
第
六
に
、
ま
た

「
一
偶
」
を
第

五
の
戒
に
配
当
し
た
と

理
解
し
た
の
で
あ

っ
た
。

 
と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
す
な
わ
ち
呆
宝

の
安
然
理
解
に

し
た
が
う
と
、

一
つ
の
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
そ
れ
は
(
A
)
の『疏
』
の

安
然
の
三
昧
耶
戒
説
に
つ
い
て
(
二
)
(
窪
田
)
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安
然
の
三
昧
耶
戒
説
に
つ
い
て
(
二
)
(
窪
田
)

文
を
、
(
B
)
の
如
く
読
め
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
(
B
)
の
読
み
方

で
は

「四
種
根
本
」
、
「
三
昧
耶
」
、
二

偶
」
は
具
支
所
受

と

さ

れ

る

が
、

し
か
る
に
安
然
は
(
E
)
の
如
く
、
七
種
戒
中
第
三
の
根
本
四
重
禁
戒

を

「
乃
至
結
縁
」
と
、
ま
た
第
六
の
四
波
羅
夷
三
昧
耶
戒
を
た
だ

「
具

支
」
の
み
の
所
受
と
弁
別
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め

『疏
』

の
読

み
方
で
の
)
と
呆
宝
の
理
解
し
た
安
然
説

(
C
)
とが
あ
わ
な
い
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
果
宝
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
安
然
を
批
判
し
て
次
の
よ
う

に
い
う
。

(
G
)
安
然

・
玄
静
意
、
以
二四
根
本
一為
二結
縁
所
受
一
以
二四
波
羅
夷
一為
二具
支

所
受

爾
者
当
段
疏
釈
可
レ読
二文
点
一与
。
結
縁
者
皆
令
呂予
聞
こ其
四
種
根

本
一於
、
及
三
昧
耶
土
又
一
偶
土
於
波
則
当
二耳
語
戒
7之
、
可
レ訓
レ之
。
但
此

ノ

義

不
レ
合

一当
段
文
勢

及

三
昧
耶
及
字
所
顕
、
応
下
与
二
上
句

二

類
戯
然
分

(
1
0
)

配
二属
二
機

非
レ無
レ疑
。

す
な
わ
ち
安
然
、
玄
静
の
意
で
は
、
『疏
』

の
文
を

「結
縁

の
者

は

皆
、

予
め
そ
の
四
種
根
本
を
聞
か
し
む
。
及
び
三
昧
耶
と
又

一
偶
と
を

ぽ
、
則
ち
当
匠
耳
語
し
て
之
を
戒
し
む
べ
し
」
と
不
自
然
な
読
み
方
を

せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
し
か
に

「
及
」
の
字
で

結
ぼ
れ
た
二
語
を
分
断
し
て
、
二
つ
の
文
に
分
け
て
読
む
の
は
無
理
な

感
が
あ
る
。

三

し
か
し
こ
こ
で
考
え
て
み
る
に
、
は
た
し
て
安
然
ほ
ど
の
人
が
こ
の

よ
う
な
強
引
か
つ
不
自
然
な
読
み
方
を
す
る
で
あ
ろ
う
か
と
の
疑
問
が

生
ず
る
。
そ
こ
で
も
う
少
し
安
然
の
意
を
考
え

て
み
る
必
要
が
あ
る
。

 
ま
ず
最
初
に
検
討
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
(
C
)
の
呆
宝
の
安
然
理
解

が
本
当
に
正
し
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
安
然
は
、
呆

宝
が
い
う
如
く
、
七
種
戒
中

の
第
三
の
根
本
四

重

禁

戒

を

『疏
』

の

「四
種
根
本
」
に
あ
て
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
論
的
に

い
う
な
ら
ば
、
安
然
は

『
具
支
灌
頂
』
で

『
疏
』
の
前
の

一
段
を
し
ぽ

し
ば
引
用
す
る
が
、

し
か
し

「
四
種
根
本
」
を
七
種
戒
の
第
三
に
、
ま

た

「三
昧
耶
」
を
第
六
戒
に
配
す
る
と
明
言
す

る
こ
と
は
な
い
の
で
あ

る
。
で
は
何
故
、
呆
宝
は
前

の
如
き
理
解
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
背
景
を
考
え
て
み
る
に
、
そ
も
そ
も
こ
の
問
題
の
根
源

は
、
『
大
日

経
』
及
び

『
疏
』
に
二
種
類
の
四
重
禁
戒
が
説

か
れ
て
い
る
こ
と
に
あ

る
。
(
D
)
の『具
支
灌
頂
』
七
種
戒
中
の
第
三
と
第
六
で
あ
る
。
そ
し
て

「
具
縁
品
疏
」
に
い
う

「
四
種
根
本
」
が
そ
の
い
ず
れ
に
あ
た
る
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
古
来
諸
師
の
見
解
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

(
1
1
)

っ
た
。
果
宝
の
解
説
に
よ
れ
ぽ
、
た
と
え
ば
安
然
と
同
時
代

の
般
若
寺

観
賢

(八
五
三
-
九
二
五
)
は
、
「
学
処
品
疏
」

の
四
重
、

つ
ま
り

の

第
三
戒
を
そ
れ
に
あ
て
る
が
、

一
方
後
世

の
静
誉

(
二

〇
五
頃
)
、
頼

宝

(
一
二
七
九
-
一
三
三
〇
)
等
は

「
具
縁
品
」

の
四
波
羅
夷
三
昧
耶
偶

の
四
重
、

の
第
六
戒
を
そ
れ
に
あ
て
る
と
い
う
。
遼

の
覚
苑
の

『
義

(
1
2
)

釈
演
密
砂
』
も
後
者
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
二
通
り
の
解
釈
が

あ

っ
た
の
で
あ
る
が
、
呆
宝
は
安
然
が

『具
支
灌
頂
』
で
あ
げ
た
七
種
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(
1
3
)

戒
中
、
第
三
の
根
本
四
重
禁
戒
を
最
重
視
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
前

の
(
C
)
の
如
く
考
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に

『
具
支
灌
頂
』
で

は
(
D
)
の
第
三
戒
は

「根
本
四
重
禁
戒
」
、
「
四
根
本
戒
」
と
称
さ
れ
三
昧

耶
戒
の
根
本
戒
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に

一
方
、

第
六
戒
も

「耳
語

三
摩
耶
偶
根
本
四
重
」
、
「
三
昧
耶
四
根
本
重
」
、
あ
る
い
は
前
戒

と

全

く
同
様
に

「根
本
四
重
禁
戒
」
と
も
呼
ば
れ
、
根
本

の
称
を
付
さ
れ
て

い
る
。
故
に
安
然
は
、
た
と
い
彼
が
第
三
戒
を
最
重
視
し
た
と
し
て
も
、

今
問
題
と
す
る

『疏
』
の

「
四
種
根
本
」
を
、
第
三
で
は
な
く
第
六
の

戒
と
み
な
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
も
し
そ
う

で
あ
れ
ば
、
(
D
)
の如
き
不
自
然
な
読
み
方
を
し
な
く
て
も
す
む
の
で
あ

る
。
そ
し
て
実
は
こ
の
考
え
方
を
成
立
さ
せ
る
資
料
が
あ
る
。

四

安
然

の

『
大
日
経
供
養
持
諦
不
同
』
二

「十
六
、
授
三
昧
耶
戒
法
」

に
次
の

一
節
が
あ
る
。

面
次
教
二十
種
方
便
学
処
門
但
四
根
本
及
耳
語
偶
、
唯
具
支
灌
頂
者
具
足
聞
レ

(
1
4
)

之
。

こ
こ
で
は
明
確
に

「
四
根
本
」
と

「
耳
語
偶
」
と
が
た
だ
具
支
灌
頂
者

の
受
け

る
と
こ
ろ
と
示
す
。
そ
う
す
る
と
前

の

の
如
く
安
然
は
、
耳

語

一
偶
と
四
波
羅
夷
三
昧
耶
戒
と
持
明
禁
戒
と
を
具
支
所
受
と
説
く
の

で
あ
る
か
ら
、
当
然
こ
こ
に
い
う

「
四
根
本
」
と
は
四
波
羅
夷
三
昧
耶

偶

の
四
重
戒
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
安
然
は

『
疏
』

の

「
四

種
根
本
」
を
、
果
宝
が
理
解
し
た
如
く

の
第
三
戒
で
は
な
く
、
第
六

戒
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
そ
う
す
る
と

『
疏
』

の

四
種
根
本
及
三
昧
耶
又
一
偶

の

「
三
昧
耶
」
と
は
何
か
と
い
う
疑
問
が
お
き

る
。
呆
宝
は
安
然
義
と

し
て
こ
れ

第
六
戒
を
あ
て
て

に

い
た
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
問
い

は
、
安
然
が

『持
調
不
同
』
で
は

『疏
』
で
は
な
く

『
義
釈
』

に
拠
る

と
い
う
点
に
留
意
す
れ
ば
す
ぐ
に
答
が
得
ら
れ
る
。
『
義
釈
』
で
は
右
の

(
1
5
)

箇
所
は

「
四
種
根
本
三
昧
耶

一
偏
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り

『
疏
』

に
比
べ

「
及
」
と

「
又
」

の
字
が
な
い
。
こ
れ

は

「
四
種
根
本
と
三
昧

耶

一
偶
」
と
読
ま
れ
る
。
故

に

『
持
調
不
同
』
で

は

「
三
昧

耶
」
と

二

偶
」
と
を
二
語
に
分
け
て
考
え
ず
、
「
(耳
語
)
三
昧
耶

の

一
偶
」

す
な
わ
ち

「
耳
語
偶
」
と
理
解
す
る
の
で
あ

る
。
こ
れ

は

『具

支

灌

頂
』

で
い
え
ば
第
五
戒
を
指
す
。
こ
の
よ
う

に

『
持
諦
不
同
』
の
説

を
参
照
し
て
考
え
れ
ば
、
安
然
は

『疏
』
の

「
四
種
根
本
」
を

の
第

六
戒
に
、
「三
昧
耶
又

一
偶
」
を
第
五
戒
と
み
な
し
て
い
た
と
い
え
る
。

で
あ
れ
ば
、
呆
宝

の
(
F
)
の
如
き
無
理
な
読
み
方
を
す
る
必
要
は
な
く
な

る
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
に
考
え
て
も
依
然
と
し
て
残
る
の
は
次
の
二
つ
の

疑
問
で
あ
る
。
そ
の
(第

一
は
、
安
然
は
少
な
く
と
も

『
具
支
灌
頂
』
三

で
は

『
義
釈
』
で
は
な
く

『
疏
』
の
文
に
拠

る
の
で
あ

り
、
な

ら

ば

「
三
昧
耶
又

一
偶
」
の

「
又
」
の
字
を
彼
が
如
何
に
理
解
し
て
い
た
の

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
次
の
疑
問
は
、
安
然
は
何
故

『
持
調
不

安
然
の
三
昧
耶
戒
説
に
つ
い
て
⇔

(窪
 
田
)
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安
然
の
三
昧
耶
戒
説
に
つ
い
て
(
二
)
(
窪
田
)

同
』

で
は

『義
釈
』
を
も
ち
い
、

一
方

『
具
支
灌
頂
』
で
は

『疏
』
と

『
義
釈
』

と
を
混
用
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
第

一
の
こ

と
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
結
論
か
ら
い
う
な
ら
ば
、
安
然
は

『
具
支
灌

頂
』
に
お
い
て

『
疏
』

の
文
を
引
い
て
い
て
も
こ
れ
を

『
義
釈
』
の
意

で
読
ん
で
い
た
、
す
な
わ
ち

「
又
」

の
字
は
無
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え

る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
根
拠

の
一
つ
と
し
て
、
玄
静
の

『
入
曼
茶
羅

受
菩
薩
戒
儀
』
(金
剛
界
)
が
あ
る
。
彼
は
こ
の
書
の
中
で
次
の
如
く
記

す
。(

I
)
諸
阿
閣
梨
戒
相
中
説
日
二波
羅
夷
罪

今
此
戒
儀
不
レ説
レ之
。
今
検
二大
日

経
義
釈

云
二四
根
本
及
三
昧
耶
又
一
偶
則
当
耳
(語
の
字
欠
か
)
戒
レ之
、

(
1
6
)

 

具
支
灌
頂
(者
の
字
欠
か
)
可
レ聞
云
々
。
故
恐
戒
儀
因
レ蝕
欠
而
不
レ説
敷
。

す
な
わ
ち
諸
師
の
戒
儀
に
載
す

「
波
羅
夷
罪
」
を
、
こ
の
戒
儀
に
説

か
ぬ
の
は
、
『義
釈
』
(こ
こ
で
も

『義
釈
』
と
い
う
も

『疏
』
を
引
く
)
の

「
四
根
本
」
以
下

の
文
に
拠
る
か
ら
だ
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
玄
静
は

で
見
た
如
く
、
明
確
に
入
三
昧
耶
耳
語

三
偶
戒
、

四
波
羅

夷

三

昧

耶

戒
、
持
明
禁
戒
の
三
戒
を
具
支
所
受
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
(
T
)

の

「
四
根
本
」
は

四
波
羅
夷
三
昧
耶
戒
で
あ
り
、

「
三
昧
耶
又

一
偶
」

は
当
然

「
入
三
昧
耶
耳
語

一
偶
戒
」
と
い
う
こ
と
匠
な
る
。
残
る
持
明

禁
戒
は
灌

頂
時
に
受
け
る
も
の
で
は
な
い
の
で
今
は
関
係
し
な
い
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
安
然
、
玄
静
は

『
疏
』

の
文
を
も
ち
い
つ
つ
も
、

「
又
」
の
字
の
無

い

『義
釈
』

の
意
に
お
い
て
こ
れ
を
読
ん
で
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
然
ら
ば
何
故
安
然
は
こ
の
よ
う
に

『疏
』
と

『
義
釈
』

と
を
混
用
し
た
の
か
と
い
う
の
が
第
二
の
問
題

で
あ
る
。
こ
と
に
不
可

解
な
の
が

『具
支
灌
頂
』
に
お
け
る
両
書
の
依
用
の
態
度
で
あ
る
。
こ

の
書
で
は
巻

一
か
ら
巻
三
ま
で
と
、
巻
六
の
途
中
以
降
で
は
「義
釈
云
」

と
し
て
現
行

『
疏
』

の
文
を
引
き
、

そ
の
中
間
-
す

な
わ
ち
巻
四
か
ら

巻
六
の
途
中
ま
で
-
で
は

「
本
義
釈
云
」
と
し
て

『義
釈
』
の
文
を
も

(
1
7
)

ち
い
る
の
で
あ
る
。
玄
静

の
記
に
よ
れ
ば
、

こ

の
書
は

「草
案
」
で
あ

り
未
完
成
の
も
の
だ
と
さ
れ
る
が
、

し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
今
の
と
こ

ろ
安
然
の
意
図
は
わ
か
ら
な
い
。

五

以
上

『疏
』
の

「四
種
根
本
」
以
下
の
文
を

め
ぐ
る
呆
宝
の
安
然
批

判
を
検
討
し
、
そ
れ
が
あ
た
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明

ら

か

に

し

た
。
し
か
し
も
し
小
稿
の
立
場
が
正
し
い
と
す

る
な
ら
ば
」
当
然
に
、

で
は
安
然
が
最
重
視
し
た
第
三
戒
と

『疏
』
の
前
の

一
段
と
の
関
係
は

ど
う
な
る
の
か
と
の
疑
問
が
う
か
ぶ
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
如
く
呆
宝

の

理
解
は
、
安
然
が

の
第
三
戒
を
重
視
す
る
こ
と
を
、
彼
が
よ
く
認
識

し
て
い
た
が
故
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
点
呆
宝
の
誤
解
も

無
理
か
ら
ぬ
面
が
あ

っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
彼
は
今

の

『疏
』
の

一

段
を
め
ぐ
る
安
然
説
に
お
い
て
重
大
な

一
点
を
見
落
し
て
い
た
。
そ
れ

は
、
安
然
の

の
文
中
に
お
け
る

「
乃
至
」
の

一
語
で
あ
る
。
そ
こ
で

の
こ
の
言
葉
の
意
味
は
必
ら
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は

「
(具

(1
8
)

支
灌
頂
者
)
乃
至
結
縁
灌
頂
之
者
」
の
意
だ
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
第
三
戒
は

に
お
い
て
呆
宝
が
理
解
し
た
如

く
、
そ
れ
は
け

っ
し
て
た
だ
結
縁
所
受

の
戒
と
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
逆
に
い
え
ば
そ
れ
は
第
六
戒
の
如
き
た

だ
に
具
支
所
受
の
戒
で
も
な
く
、
結
縁

・
具
支
両
灌
頂
受
者
の
通
じ
て

受
け
る
べ
き
戒
と
さ
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
故
に
こ
そ
三
昧
耶
戒

の

根
本
戒
た

る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
呆
宝

の
安
然
説

誤
解
の
端
緒
は
、
彼
が

「
乃
至
」
の
語
に
留
意
せ
ず
、
結
縁
、
具
支
両

灌
頂
所
受

の
戒
を
峻
別
し
た
こ
と
に
あ
る
と
い
え
る
。

1
 
続
蔵
一
・
三
六
・
一
・
七
九
紙
。

2
 
続
蔵
本
の
返
り
点
に
従
う
。
こ
の
よ
う
な
三
世
無
擬
智
戒
を
結
縁
者
も

受
け
る
戒
と
す
る
読
み
方

(例
、
栂
尾
祥
雲

『秘
密
事
相
の
研
究
』

一
一

八
頁
)
に
対
し
、
そ
れ
を
結
縁
、
具
支
両
戒
の
総
称
と
み
な
す
読
み
方
も

あ
る

(例
、
神
林
隆
浄

『国
訳

一
切
経

・
経
疏
十
四
』
「
大
日
経
疏
」

一

五
九
頁
)
。前
者
の
方
が
一
般
的
で
あ
る
。

3

『
大
日
経
疏
演
奥
紗
』
大
正
五
九

・
一
一
八
上
。

4
 
安
然
は

『具
支
灌
頂
』
三
で
は

「義
釈
云
」
と
し
て

『疏
』
を
引
く

(後
述
)
。

5
 
注
3
に
同
じ
。

6
 
日
蔵
八
一
・
一
一
頁
。

7
 
例
え
ば
玄
静
の
胎
の
三
昧
耶
戒
儀
は
全
面
的
に
安
然
の

『具
支
灌
頂
』

の
説
に
拠
る
。
前
掲
拙
稿
及
び
真
言
全
二
七
・
二
〇
頁
以
下
参
照
。

8

『
大
悲
胎
蔵
嘉
会
壇
中
修
灌
頂
時
七
日
行
法
々
用
次
第
』
二

(早
大
教

林
文
庫
蔵
写
本
)
参
照
。
な
お
こ
の
文
は

『阿
娑
縛
抄
』
(仏
全

三
五
・

九
九
頁
)
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
は
諸
目
録
で
は
六
巻
と
さ
れ
る

が
、
現
行
本
は
上
下
二
巻
。
ち
な
み
に
本
書
の
内
容

(特
に
巻
二
)
も
多

く

『
具
支
灌
頂
』

に
拠
る
た

め
、
古
来
安
然
作
と
誤
解
さ
れ
る
程
で
あ

っ

た
。

『
阿
娑
縛
抄
』

(同
前

・
一
二
六
頁
)
、
『
渋
谷
目
録
』
上

・
五
〇
〇

頁

等

参
照
。

9
 
こ
れ
を

「耳
語

一
偶

の
三
昧
耶
戒
」
と
読

み

一
つ
の
戒
と

解

す

る

例

に
、
古
く
は
仁
空

『
遮
那
業
案
立
草
』

(大
正

七
七

・
二
三
五
下

及
び

二

三
六
上
)
が

あ
り
、
仁
空

は
右

の
語
を

の
第

六
戒

を
指
す
と
考
え
た
よ

う

で
あ
る

(
た
だ

し
後
人

の
送

り
仮
名

の
誤

り
め

可
能
性
も

あ

る
)
。
ま

た
最
近

の
例
で
は
福

田
尭
穎

『
続
天
台
学
概
論
』

(
二
〇
七
頁
)
が

あ
る
。

福
田
氏

は
右
戒
を

の
第

五
戒
と
み
な
す
。

し
か
し
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も

安
然

の
意
で
は
な
い
。
ち
な
み

に
福

田
氏

は
右

の
読

み
方
を
し
た
た

め
、

(
E
)
の「根
本
四
重
」

に

の
第

六
戒
を
あ

て
る
結
果
と
な

っ
た
。

こ
れ
を

結
縁
者
も
受
け
る
戒
と
す

る
の
は

か
ら
考

え
て
も

お
か
し
い
し
、

ま
た

何
よ

り
も
氏

の
解

釈
で
は

の
第

三
戒

の
位
置
づ

け
が
欠
落
す
る
。

10
 
大
正

五
九

・
一
一
八
中
。

11

『
演
奥
紗
』
(
大
正
五
九

・
一
一
八
以
下
)

に
諸
説

を
紹
介

す

る
。

た

だ
し
観
賢

の

『
疏
紗

』
の
説

(
仏
全

四
二

・
二
九
頁
)

は
、
必
ら
ず
し
も

呆

宝
の
い
う
如
く
(
D
)
の
第
三
戒
の
意
と

は
断
定

で
き

な
い
。

12
 

続
蔵

一
二
二
七

一
・
五
八
紙
。

ま
た

目
に

つ
い
た
所

で
は

『
渓
嵐
拾

葉
集
』
中

の

一
説

(
大
正
七

六

・
七

八
五
中
)
も

同
説
。

13
 
前
掲
拙
稿
参
照
。

14
 

大
正
七
五

・
三
〇

二
上
。

15
 

続
蔵

一
・
三
六

・
四

・
三
〇

六
紙

16

 
真
言
全

二
七

・
一
六
頁
。

17

『
阿
娑
縛
抄
』
(仏

全
三
五

・
一
二
五
頁
)
。

18
 
前
注

9

福

田
氏
前
掲
書

(
同
頁
)
参
照
。

<

キ
ー
ワ
ー
ド
>

安
然
、

三
昧
耶
戒
、

呆
宝

(
県
立
高
校
教

諭
)

安
然
の
三
昧
耶
戒
説
に
つ
い
て
(
二
)
(
窪
田
)
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